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銅
直
　
勇
先
生
　
著
作
目
録

　
　
　
　
論

文

・

著
書
名

徳
川
時
代
に
於
け
る
町
人
精
神
及
び
其
の
成
立
に
就
い
て

我

国
に
於
け
る
営
利
心
の
起
源
及
発
達

ヅ

ユ

ル
ケ

ム

の
計
及
び
其
の
社
会
学
的
研
究

新
著
紹
介

　
高
田
保
馬
著
「
社
会
学
的
研
究
」

文
化
発
展
の
諸
学
説

書
評

　
高
田
保
馬
著
「
社
会
学
原
理
」

ゼ

リ
オ
ニ
ー
の
社
会
生
理
学

書
評

「
古
事
記
及
び

日
本
書
記
の
新
研
究
」

社
　
会
　
の
　
概
　
念

江
戸
町
人

の

金

銭

観

社

　
会
　
意
　
識

社

会

　
と
模
倣

徳
川
時
代
に
於
け
る
強
制
的
土
地
均
分
制
実
施
の
失
敗

タ
ル
ド
社
会
学
に
於
け
る
普
遍
化
的
方
法

発
　
表
　
年
　
月

大
正

　
六
　
年
五
月

大
正
七
年
二
月
ー
五
月

大
正
　
七

大
正
　
八

大
正
　
八

大
正
　
十

大
正

十
一

大
正
十
一

大
正
十
一

大
正

十
二

大
正

十
二

年

八

月

年

三

月

年

五

月

年
十
二
月

年

三

月

年

四

月

年
十
一
月

年

六

月

年

九

月

大
正

十
四

年
十
一
月

昭
和
　
　
二
　
年
⊥
ハ
月

昭
和

　
二
　
年
九
月

　
　
発
表
誌
名
・
発
行
所

卒
業
論
文

（未
公
刊
）

「
経
済
論
叢
」
第
六
巻
第
二
号
ー
五
号

r哲
学
研
究
」
第
二
十
九
号

「
哲
学
研
究
」
第
三
十
六
号

r
経
済
論
叢
」
第
八
巻
第
五
号

r哲
学
研
究
」
第
六
十
九
号

「
哲
学
研
究
」
第
七
十
二
号

r哲
学
研
究
」
第
七
十
三
号

r哲
学
研
究
」
等
八
十
号

「
龍
谷
大
学
論
叢
」
第
二
百
五
十
号

「
哲
学
研
究
」
第
九
十
号

r
哲
学
研
究
」
第
百
十
六
号

「
社
会
学
徒
」
第
一
巻
第
三
号

r社
ム
云
学
徒
L
第
一
巻
第
山
ハ
n
万
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奥
さ
ん
の
賃
金
制
度

児
童
戯
具
に
於
け
る
自
然
的
と
人
工
的

現
代
生
活
理
想
と
農
民
問
題

東
京
に
於
け
る
火
災
と
住
宅

江
戸
時
代
に
於
け
る
投
機
的
流
行

座
の
意
義
及
び
そ
の

発
生

『
純
正
社
会
学
概
論
』

国
富
と
そ
の
犠
牲

律

令

社

会

の

崩
壊

社
会
通
念

に

つ

い

て

現
代
に
於
け
る
社
会
学
の
職
分

社
会
概
念
の
市
民
的
系
譜

中
国
に
お
け
る
「
社
会
」
の
意
義

r
社

会
」
続
考

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
社
会
学

近
世
社
会
概
念
の
成
立
序
説
ー
社
会
概
念
の
原
初
形
態
ー

コ

ム

ト
社
会
学
に
お
け
る
文
明
の
社
会
構
造
論
的
考
察

米

田
庄
太
郎
博
士
の
「
純
正
社
会
学
」

社
会
現
象
の

歴
史
性

と
法
則
性

昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭
和和和和和和和和和和
六六四四三三三三二二

年

十

月

年

十

月

年

l
月

年

二

月

年

五

月

年

七

月

年

三

月

年

四

月

年

九

月

年

九

月

昭
和
二
十
一
年
十
一
月

昭
和
二
十
八
年
十
一
月

昭
和
三

十
一
年
六
月

昭
和
三
十
二
年

三

月

昭
和
三
十
三
年
十
二
月

昭
和
三
十
五
年

十

月

昭
和
三
十
六
年

三

月

昭
和
三
十
九
年

一
月

昭
和

四
十

年

三

月

「
社
会
学
徒
」
第
一
巻
第
七
号

「
全
人
」
第
十
五
号

「
法
律
春
秋
」
昭
和
三
年
一
月
号

r
社
会
学
徒
L
第
二
巻
第
二
号

r
創
造

日
本
L
昭
和
三
年
五
月
号

「
経
済
集
志
」
第
一
巻
第
三
号

玉
川
学
園
出
版
部

「
法
律
春
秋
」
昭
和
四
年
四
月
号

「
社
会
経
済
史
学
」
第
一
巻
第
三
号

r
法
律
春
秋
L
第
六
巻
第
九
号

日
本
西
部
社
会
学
会

r
社
会
学
論
叢
L
創
刊
号

「
社
会
学
論
叢
」
第
四
号

「
日
本
大
学
研
究
年
報
」
第
七
号
第
二
分
冊

r
社
会
学
論
叢
」
第
十
三
号

「
日
本
大
学
創
立
七
十
周
年
記
念
論
文
集
」

「
社
会
学
論
叢
」
第
二
十
一
号

r
社
会
学
評
論
」
第
五
十
五
号

「
明
星
大
学
研
究
紀
要
ー
人
文
学
部
ー
」
第
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『
社
　
会

　
学
（
上
）
』

コ

ン

ド
ル
セ
の
文
明
の
概
念
と
正
受
老
人
の
人
間
教
育

『
社
会

科

学
概
論
』

自
然
科
学
的
事
実
と
社
会
学
的
事
実

ロ

ゴ

ス

に
関
す
る
随
想

ロ

ー
．
マ
時
代
に
お
け
る
社
会
ω
0
9
9
窃
概
念
の
成
立

近
世
に
お
け
る
文
明
思
想
の
形
成

『
社
会
科
学
概
論
』
（
新
版
）

『
銅
直
　
勇
著
作
集
』
（
全
一
巻
）

■

昭
和
四

十
一
年
九
月

昭
和
四
十
四
年

五

月

昭
和
四
十
五
年

一
月

昭
和
四
十
五
年

三

月

昭
和
四
十
五
年

四

月

昭
和
四
十
七
年

一
月

昭
和
四
十
九
年

十

月

昭
和
五

十
二
年
四
月

昭
和
五

十
二
年
六
月

　
　
一
号

　

明
星
大
学

　
　
「
め
い
せ
い
」
第
二
巻
第
二
号

　

明
星
大
学

　
　
r
明
星
大
学
社
会
学
科
研
究
報
告
L
第
二
集

　
　
「
め
い
せ
い
時
報
」
第
四
号

　
　
r
日
本
大
学
社
会
学
科
創
立
五
十
周
年
記
念

　

論
文
集
」

　
　
「
明
星
大
学
研
究
紀
要
ー
人
文
学
部
1
」
第

　

十
号

　

め
い
せ
い
出
版

　

め

い

せ
い
出
版

（
論
文
・
著
書
名
中
『
　
』
印
は
著
書
を
示
す
）


